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令和８年度 沖縄県立芸術大学音楽学部 編入学試験 

小論文（音楽文化専攻 沖縄文化コース・音楽学コース） 

 

１． 出題の意図  

課題文は、「伝統芸能、現代語で魅力再発見 「わかりやすく」広がる試み ―名作、笑

い響く場面も 本質踏まえ自由に楽しむ」（2025年 1月 29日『朝日新聞』朝刊 25面）を取

り上げた。人形浄瑠璃文楽や歌舞伎、日本舞踊などを、現代語訳で伝えようとする試みにつ

いての記事である。 

出題は、文章を読解させ、受験者の考えを述べさせることにより、受験者が課題文の内容

をどのように理解し、どのように考えたか、またその考えをどのように他者に対して的確に

伝えることができるかを問うものである。 

 

２． 評価の観点  

・課題文に対する理解  

・音楽や舞踊に対する知識・理解、関心・問題意識  

・論理性、思考力  

・独創性、発想力  

・文章構成力・表現力（誤字脱字や文章の技術等も含む）  
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